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研究成果の概要 

 2023年度において、新たな光遺伝学ツール候補となる新規ロドプシンタンパク質の分光学的解

析により、これまでに知られている微生物型ロドプシンとは異なる発色団レチナールの異性化反応

がみられている。また、哺乳類細胞に発現させた上での電気生理学的な解析を進行中であり、ツ

ールとしての応用を考えたときに重要な光に対する細胞応答を今後詳細に解明することを目指

す。 

 さらに本研究者は、近年発見されたカリウムイオン選択的チャネルロドプシン KCRについてクラ

イオ電子顕微構造を解明することに成功した。これにより、既知のカリウムイオンチャネルとは異な

る独自のカリウムイオン選択的輸送の分子基盤が明らかとなった。また、構造情報をもとにした分子

改変を施すことで、カリウムイオン選択性を高めた光遺伝学ツール KALIを創出した。これらの研

究成果をまとめて論文として出版した（論文 1）。これは高いイオン選択性を持つ初のチャネルロド

プシンとしても生物学的な意義が大きく、今後様々な輸送の選択性を持つような光遺伝学ツール

の開発にも資すると期待される。 

 また、酸化還元酵素の光反応の詳細な解析（論文 2）により、タンパク質の活性中心における光

反応の理解を深めた。この知見は今後、発色団として光に応じた酸化還元反応を伴うレチナール

を内包するロドプシンベースの光遺伝学ツールに対しても応用可能であると期待される。 
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